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BERTとは

● BERTとは
○ Googleが発表した自然言語処理モデル

■ 事前学習によって精度を向上させている

● ネット上の大量の文章データ (Wikipedia等)で事前に学習

○ データセットの不足を補う

■ 文脈や感情の分析が可能

■ 別のモデルに転移学習（ Fine-tuning）が可能

● 既存の学習モデルの前に BERTを利用するだけで精度が向上

■ 事前学習には時間がかかる

● 日本語を事前学習したモデルがある (1.6GB)
○ 京都大学が公開

http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?BERT%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9EPretrained%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB


BERTの設定環境

● 設定環境
○ Ubuntu：18.04
○ Python：3.6

■ 追加ライブラリ：numpy,tensorflow,apt_pkg
○ JUMANN++（形態素解析システム）

■ 追加で必要：pyknpとBoostライブラリ

○ BERT
■ Gitで公開されている (Clone)

○ BERT日本語Pretrainedモデル

■ 京都大学が公開しているモデル（ 1.6GB）
○ GPU（グラフィックボード）はあった方が良い

■ GPUの方が計算が早い

https://github.com/google-research/bert.git


BERTの試用（文字の推測）

● 下記のサイトを参考にコーディング
○ 参考URL：BERT日本語モデルを使って、クリスマスプレゼントに欲しいものを推測してみた

● 下記の文章から文字を推測
○ 「バレンタインは相手に＊を贈る日です。」

■ ＊の部分を推測させる

https://www.cresco.co.jp/blog/entry/11517/




BERTの試用（文字の推測）

● 推測結果
○ それっぽい言葉が出てきている



BERTの試用（文字の推測）

● 別のパターン
○ 学習データがWikiなのでWikiに情報がない（少ない）場合は精度が悪い



BERTを使ってみた感想

● 事前学習のデータを使えば精度が向上しそう
○ データ不足も補えるので、社内システムに導入できるかも

● 本格的に導入するならGPU（グラフィックボード）があった方が良さそう
○ 今回の文章の推測にかかった時間： 10秒/回


